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平成元年度中央大学革質会国立支部定時総会　平成元金5月:'l日

内
閣
国
立
自
門
会
ニ
ュ
ー
ス

平
成
二
年
を
迎
え
て
-
-

一
層
の
飛
躍
を
期
す

中
央
大
学
学
員
会
国
立
支
部
長

村

　

田

　

　

亘

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
｡

学
員
の
皆
様
に
は
､
お
健
や
か

に
新
年
を
お
迎
え
に
な
ら
れ
た
こ

と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
｡

国
立
支
部
は
昭
和
五
十
三
年
に

国
立
白
門
会
と
し
て
出
発
し
'
昭

和
五
十
五
年
の
白
門
会
ニ
ュ
ー
ス

に
私
が
　
｢
国
立
白
門
会
ひ
と
り
あ

る
記
｣
　
を
書
い
た
時
代
を
経
て
'

昭
和
五
十
七
年
に
支
部
に
昇
格
､

今
で
は
全
国
の
地
域
支
部
の
中
で

最
も
活
動
し
て
い
る
支
部
の
一
つ

に
数
え
ら
れ
て
い
る
の
は
､
偏
に

役
員
諸
氏
の
努
力
と
学
員
の
皆
さ

ん
の
御
協
力
の
賜
と
深
-
感
謝
し

て
お
り
ま
す
｡

中
央
大
学
は
現
在
､
社
会
で
活

躍
し
て
い
る
卒
業
生
､
三
十
六
万

人
を
世
に
送
り
出
し
て
お
り
ま
す
｡

大
学
を
支
え
て
い
る
の
は
卒
業

生
即
ち
学
員
で
あ
-
ま
す
｡

国
立
支
部
は
学
員
相
互
の
親
睦

を
は
か
-
､
母
校
の
興
隆
と
地
域

社
会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
お
り
ま
す
｡

当
支
部
は
年
会
費
並
に
広
報
､

組
織
､
事
業
及
び
厚
生
の
四
部
組

織
に
よ
-
運
営
し
､
目
的
達
成
の

た
め
､
次
の
事
業
と
行
事
を
行
い

ま
す
｡

白
門
会
ニ
ュ
ー
ス
は
､
よ
-
充

実
し
た
も
の
と
し
'
年
二
回
､
学

員
名
簿
は
三
年
に
一
度
発
行
し
ま

す
｡

行
事
と
し
て
は
､
新
年
会
､
春

秋
二
回
の
親
睦
旅
行
､
サ
ク
ラ
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
け
る
出
品
､

〟
市
民
ま
つ
り
〟
　
に
は
積
極
的
に

参
加
し
'
法
律
､
税
務
の
無
料
相

談
と
学
員
供
出
品
に
よ
る
バ
ザ
ー
､

ゴ
ル
フ
の
コ
ン
ペ
､
囲
碁
大
会
な

ど
行
い
ま
す
｡

イ
ベ
ン
ト
を
利
用
し
た
法
律
､

税
務
無
料
相
談
は
全
国
支
部
の
中

に
例
が
な
-
､
国
立
市
民
及
び
周

辺
都
市
住
民
の
好
評
を
博
し
て
お

り
ま
す
｡

年
に
一
度
の
国
立
支
部
定
時
総

会
は
平
成
二
年
度
の
活
動
方
針
案

と
､
こ
れ
に
伴
う
予
算
案
と
を
呈

示
し
て
､
皆
さ
ん
に
問
う
大
事
な

行
事
な
の
で
､
よ
-
多
-
の
学
員

に
出
席
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま

す
｡

以
上
が
､
平
成
二
年
に
私
が
実

行
し
た
い
と
思
う
事
業
と
行
事
で

あ
り
ま
す
｡

国
立
支
部
は
国
立
白
門
会
と
し

て
第
一
歩
を
踏
出
し
て
以
来
十
一

年
､
目
的
達
成
の
た
め
成
果
を
挙

げ
､
学
員
会
本
部
と
国
立
市
に
お

い
て
､
一
応
の
評
価
を
得
る
に
至

り
ま
し
た
｡

｢
ロ
ー
マ
は
｢
日
に
し
て
成
ら

ず
｣
　
と
い
､
三
一
一
口
葉
が
あ
-
ま
す
が
､

長
年
に
亘
り
､
役
員
の
方
々
の
揉

ま
な
い
努
力
が
､
今
日
の
国
立
支

部
を
築
い
て
参
-
ま
し
た
｡

し
か
し
役
員
の
中
に
若
い
学
員

が
少
い
の
は
残
念
で
､
国
立
支
部

が
､
よ
-
発
展
す
る
.
た
め
に
'
平

成
二
年
に
は
､
若
い
層
の
参
加
を

得
て
､
新
鮮
な
発
想
の
も
と
に
役

員
会
の
活
性
化
を
計
り
た
い
と
思

い
ま
す
｡

学
員
諸
氏
の
こ
協
力
を
お
願
い

致
し
ま
す
｡

平
成
元
年
度

定
時
総
会
報
告

第
十
二
回
定
時
総
会
は
､
五
月

二
十
一
日
(
冒
)
午
後
四
時
よ
り
国

立
商
協
ビ
ル
2
階
で
､
溝
島
常
任

理
事
､
阿
部
事
務
局
長
を
は
じ
め

三
多
摩
地
区
各
支
部
長
の
方
々
の

ご
列
席
を
得
て
､
井
上
副
支
部
長

の
開
会
の
挨
拶
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
｡

は
じ
め
に
､
村
田
支
部
長
よ
り

発
足
し
て
十
一
年
､
会
費
制
の
支

部
と
し
て
歩
ん
で
こ
ら
れ
だ
こ
と

と
､
併
せ
て
､
中
央
大
学
百
周
年

募
金
も
目
標
を
突
破
し
た
こ
と
に

謝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
｡

ま
た
､
来
賓
の
皆
様
か
ら
は
､

母
校
の
近
況
や
支
部
の
状
況
を
交

え
た
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
｡

続
い
て
議
事
に
移
り
､
事
業
報

告
決
算
報
告
､
平
成
元
年
度
の
事

業
計
画
(
莱
)
､
予
算
(
莱
)
が
承
認

さ
れ
た
あ
と
､
自
門
会
を
よ
り
多

-
市
民
に
理
解
を
し
て
も
ら
-
た

め
､
学
員
以
外
で
支
部
の
主
旨
に

賛
同
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
l

方
を
準
会
員
と
す
る
一
部
規
約
改

正
の
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

(
平
成
元
年
度
名
簿
に
記
載
)

｢
計
た
､
役
員
改
選
で
は
,
村
田
/

支
部
長
が
留
任
さ
れ
､
他
役
員
も

殆
ん
ど
再
任
さ
れ
た
｡

総
会
終
了
後
'
引
続
い
て
､
懇

親
会
に
移
り
､
昔
話
か
ら
ト
レ
ン

デ
ィ
な
話
題
に
花
が
咲
き
､
恒
例
へ
中

の
校
歌
斉
唱
の
う
ぢ
に
､
午
後
八

時
散
会
し
ま
し
た
｡

(
役
員
の
顔
ぶ
れ
)

支
部
長
　
村
田
　
亘

副
支
部
長
　
井
上
定
男
､
荒
木
繁

幹

事

長

副
幹
事
長

理

　

　

事

(
広
報
部
)

幸
､
能
味
寿
載
､
山

崎
武

風
間
俊
範
　
高
言

新
倉
良
平
､
小
林
治

(
厚
生
部
)

(
事
業
部
)

金
子
擬
伊
藤
陽

司
､
玉
利
武
人
､
平

本
聖
子

二
宮
　
競
､
関
　
書

目
｢
､
高
橋
雅
幸
､皆

川
友

山
口
康
雄

(
組
織
部
)
　
小
島
泰
義
､
大
串

源
太
郎
'
川
村
俊
介

(
相
談
役
)
　
福
谷
　
実
､
丸
本

大
､
山
村
鶴
音
､
井

上
正
博

会

　

　

計

会
計
監
査

堀
田
　
勲

宍
戸
勇
之
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奮場日 
つ所時新 

て年_ 

ご竃全国信日平会 

::∴三 ヽ 時二 
十 

丹
波
哲
郎
氏
-
熱
弁
ふ
る
う

中
央
大
学
文
化
講
演
会

中
央
大
学
学
員
会
､
同
三
多
摩

地
区
連
絡
協
議
会
､
同
国
立
支
部

主
催
の
中
央
大
学
文
化
講
演
会
が
､

十
月
十
三
日
-
に
た
ち
市
民
芸
術

小
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
｡講

師
は
､
学
員
で
あ
-
､
俳
優

の
､
い
や
霊
界
研
究
家
と
し
て
も

名
を
覇
し
て
い
る
丹
波
哲
郎
氏
と
､

同
じ
-
若
き
学
員
で
､
三
遊
亭
円

楽
師
門
下
の
落
語
家
､
三
遊
亭
竜

楽
氏
を
お
呼
び
し
ま
し
た
｡

数
ヶ
月
前
か
ら
､
こ
の
日
の
た

め
に
､
準
備
を
重
ね
て
い
た
と
は

云
う
も
の
の
､
い
ざ
そ
の
日
の
蓋

を
開
け
て
み
る
ま
で
は
､
心
配
の

材
料
が
多
々
あ
り
ま
し
た
｡

午
後
6
時
､
開
場
を
待
ち
き
れ

な
か
っ
た
が
の
よ
う
に
､
聴
衆
の

方
々
が
参
集
し
'
開
演
の
6
時
0
0

分
に
は
､
こ
の
講
演
会
に
期
待
さ

れ
る
方
で
満
席
と
な
り
､
会
場
は

熱
気
に
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
｡

司
会
は
､
現
在
t
 
F
M
東
京
等

で
ご
活
躍
の
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
秋
岡
こ
の
み
さ
ん
に
お
願
い
し

会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
｡
勿
論
'
秋
岡
さ

ん
も
本
学
の
学
員
で
あ
り
ま
す
｡

講
師
､
司
会
と
も
学
員
で
固
め

ら
れ
た
こ
と
は
､
わ
が
中
央
大
学

の
興
隆
を
示
す
一
頁
で
あ
-
ま
す
｡

先
づ
､
竜
楽
氏
の
軽
妙
洒
脱
な

小
噺
で
会
場
を
笑
い
に
包
み
座
を

な
ご
や
か
に
し
た
の
ち
､
丹
波
哲

郎
氏
が
演
壇
に
立
た
れ
ま
し
た
｡

多
忙
な
丹
波
氏
は
､
富
士
山
の

方
で
ロ
ケ
の
帰
り
に
来
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
､
気
軽
な
服
装
で
し
た

の
で
'
聴
衆
の
方
々
に
と
っ
て
は
､

楽
な
気
特
で
話
に
溶
け
込
む
こ
と

が
出
来
た
と
思
い
ま
す
｡

当
日
は
､
十
三
日
の
金
曜
日
､

仏
滅
､
三
り
ん
ぼ
う
と
重
な
-
､

霊
界
の
講
演
に
は
､
誠
に
ふ
さ
わ

し
い
日
で
あ
り
ま
し
･
た
｡

丹
波
氏
は
､
一
時
間
余
り
の
時

間
.
で
は
､
話
し
き
れ
な
い
と
断
-

な
が
ら
､
日
本
の
霊
界
研
究
は
､

西
洋
と
比
べ
て
遅
れ
て
い
る
こ
と

を
指
摘
し
な
が
ら
､
種
々
こ
の
世

の
不
思
議
な
事
例
を
挙
げ
て
熱
弁

を
振
る
わ
れ
ま
し
た
｡

講
演
が
終
る
と
拍
手
と
花
束
の

贈
呈
を
う
け
ら
れ
､
終
始
笑
顔
を

ト
懇
親
会
場
に
て
･
左
よ
り

竜
楽
氏
･
丹
波
氏
･
秋
岡
さ
ん

絶
や
さ
ず
降
壇
さ
れ
ま
し
た
｡

講
演
会
終
了
後
､
学
員
に
よ
る

懇
親
パ
ー
テ
ィ
が
別
室
で
催
さ
れ
､

多
摩
地
区
各
支
部
の
方
々
と
､
丹

波
氏
､
竜
楽
氏
､
秋
岡
さ
ん
を
囲

み
､
記
念
撮
影
を
し
た
後
､
学
員

各
位
が
旧
交
を
あ
た
た
め
合
い
､

話
が
尽
さ
ぬ
ま
ま
お
開
き
と
な
-

ま
し
た
｡

こ
の
会
に
参
加
し
た
O
B
の
方

で
'
こ
の
よ
う
に
立
派
な
講
演
会

を
開
催
し
た
こ
と
は
'
学
員
相
互

の
ま
と
ま
-
の
力
は
､
素
晴
ら
し

-
､
今
後
も
､
こ
の
よ
う
に
結
集

し
て
地
域
社
会
に
寄
与
出
来
る
事

業
を
展
開
し
て
欲
し
い
と
感
謝
の

言
葉
を
い
た
だ
け
た
こ
と
は
､
私

達
に
と
っ
て
'
意
を
強
-
し
ま
し

た
｡

く
に
た
ち

市
民
ま
つ
り

十
一
月
五
日
　
(
冒
)
　
恒
例
の

｢
秋
の
市
民
ま
つ
り
｣
　
が
､
大
学

通
り
で
行
な
わ
れ
､
我
ら
が
国
立

白
町
会
も
､
"
無
料
､
法
律
,
税

務
相
談
｣
　
と
バ
ザ
ー
の
出
店
で
参

加
し
ま
し
た
｡
朝
七
時
か
ら
､
準

備
の
た
め
､
村
田
会
長
を
は
じ
め

山
崎
氏
'
丸
本
氏
､
金
子
氏
､
堀

田
氏
､
風
間
氏
､
小
林
氏
､
新
倉

氏
の
各
役
員
に
､
元
剣
道
部
の
青

木
氏
も
参
加
さ
れ
､
テ
ン
ト
張
-

も
ス
ム
ー
ズ
で
､
近
-
に
出
店
し

て
い
た
婦
人
団
体
か
ら
'
白
門
会

は
上
品
で
力
強
い
男
手
が
多
い
と

評
判
で
し
た
｡

た
｡
あ
ま
り
宣
伝
を
し
な
か
っ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
訪
れ
た
方
々
の

相
談
に
､
熱
心
に
応
じ
て
お
ら
れ

ま
し
た
｡

バ
ザ
ー
に
は
､
山
崎
夫
人
､
堀

田
夫
人
も
応
援
に
駆
け
つ
け
て
下

さ
り
､
安
-
て
､
よ
い
品
揃
い
と

販
売
ス
タ
ッ
フ
の
気
合
い
で
'
午

前
中
に
は
完
売
し
､
皆
の
笑
顔
を

誘
い
ま
し
た
｡

同
門
の
諸
氏
と
共
に
.
 
､
楽
し
-

活
動
に
参
加
で
き
た
こ
と
で
､
秋

晴
れ
の
一
日
を
さ
わ
や
か
に
過
し

ま
し
た
｡

昨
年
の
市
民
ま
つ
り
は
､
諸
般

の
事
情
で
中
止
に
な
っ
た
の
で
､

今
年
は
､
好
天
に
も
恵
ま
れ
､
ま

た
例
年
通
り
に
､
天
下
市
､
一
橋

祭
も
同
時
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た

の
で
､
老
若
男
女
が
､
大
学
通
り

に
集
い
､
十
数
万
人
の
人
出
で
大

賑
わ
い
の
盛
況
で
し
た
｡

バ
ザ
ー
に
出
品
さ
れ
ご
協
賛
下

さ
い
ま
し
た
学
員
の
皆
様
､
お
手

伝
い
下
さ
い
ま
し
た
方
々
､
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
｡

圏
困
り

l
無
料
､
法
律
'
税
務
相
談
｣

は
､
会
員
の
石
川
正
明
氏
､
溝
口

敬
人
民
両
弁
護
士
､
宍
戸
勇
之
氏

高
橋
雅
幸
氏
両
税
理
士
に
相
談
員

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
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全
日
本
大
学
女
子
駅
伝

鯛
女
子
駅
伝
中
大
初
Ⅴ

大
会
新
1
時
間
5
0
分
5
7
秒

全
日
本
大
学
女
子
駅
伝
は
十
一
月
二
十
六
日
㈲
､

大
阪
市
長
居
陸
上
競
技
場
を
発
着
点
に
大
阪
城
公
園

を
折
返
え
す
6
区
間
､
3
5
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
三
十
校

が
参
加
し
て
行
わ
れ
､
中
大
が
､
初
の
2
時
間
突
破

の
1
時
間
5
0
分
5
7
秒
で
初
優
勝
し
た
｡

今
ま
で
の
最
高
は
､
3
位
だ
っ
た
が
､
こ
れ
は
､

メ
ン
バ
ー
が
六
人
程
度
だ
っ
た
の
で
思
-
よ
-
に
練

習
が
出
来
な
か
っ
た
の
が
､
今
年
は
､
九
人
と
な
り

チ
ー
ム
の
結
束
力
も
充
分
満
た
し
､
こ
の
日
の
レ
ー

ス
に
の
ぞ
ん
だ
勝
利
で
あ
っ
た
｡

外
国
招
待
校
は
'
昨
年
の
優
勝
校
の
ミ
ラ
ノ
大
を

は
じ
め
十
校
を
数
､
え
､
堂
々
た
る
優
勝
を
飾
っ
た
｡

第
2
 
2
回
全
日
本

大
学
対
抗
駅
伝

十
一
月
五
日
㈲
熱
田
神
宮

-
伊
勢
神
宮
内
宮
前

8

区

間

1

0

8

･

9

キ

ロ

4
位
　
中
大
　
5
時
間
2
9
分
5
秒

①
大
東
大
②
日
大
③
山
梨
学
院
大

第
6
 
6
回
箱
根
駅
伝

一
月
二
日
㈹
8
時
往
路
､
三
日

㈱
8
時
ス
タ
ー
ト
｡
1
 
5
大
学
参
加

前
年
は
､
健
闘
よ
-
3
位
で
し

た
｡
今
回
は
､
大
束
大
､
順
天
堂

大
､
日
体
大
に
伍
し
て
優
勝
争
い

を
す
る
と
思
わ
れ
る
｡

正
月
は
-
､
テ
レ
ビ
生
中
継
が
あ

る
の
で
､
応
援
し
て
下
さ
い
｡

s
F
大
地
震
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

中
大
生
2
5
名
を
学
長
表
彰

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
大
地
震
の

被
害
を
知
っ
た
中
大
生
2
5
名
は
､

現
地
で
日
用
品
や
食
料
品
'
衣
料

の
配
給
､
仕
分
け
を
手
伝
い
'
ま

た
一
部
学
生
は
'
国
内
に
残
っ
て

募
金
集
め
に
活
動
し
た
｡

川
添
学
長
は
､
十
一
月
二
十
七

日
､
学
内
に
於
い
て
　
｢
国
際
親
善

に
貢
献
し
た
｣
　
と
し
て
一
人
ず
つ

表
彰
し
た
｡

｢
ね
じ
り
鉢
巻
く
ん
へ
｣

受
験
生
を
励
ま
す

中
大
広
報
課
は
､
資
料
請
求
し

た
学
生
に
学
校
案
内
と
学
内
広
報

誌
を
送
付
し
て
い
る
が
､
希
望
者

に
は
､
広
報
誌
を
定
期
的
に
送
っ

て
い
る
｡
し
か
し
､
そ
れ
だ
け
で

は
､
味
気
な
い
の
で
激
励
の
言
葉

や
､
学
校
行
事
'
受
験
勉
強
の
ア

ド
バ
イ
ス
な
ど
の
手
紙
も
一
緒
に

添
え
て
送
り
､
受
験
前
の
学
生
に

よ
ろ
こ
ぼ
れ
て
い
る
｡

一
九
九
〇
年
度
の
入
試
は
､
一

部
昼
は
'
二
月
十
三
日
㈹
文
学
部

を
皮
切
り
に
､
十
九
日
㈲
経
済
学

部
ま
で
､
ま
た
､
二
部
夜
は
､
三

月
一
日
㈱
法
学
部
か
ら
三
日
也
経

済
学
部
､
文
学
部
ま
で
実
施
さ
れ

る
｡
受
験
生
の
ご
健
闘
を
祈
る
｡

高
齢
化
進
む

司
法
試
験
合
格
者

平
成
元
年
度
の
司
法
試
験
合
格

者
五
百
六
人
を
十
一
月
一
日
発
表

さ
れ
た
｡
競
争
率
は
､
四
十
五
･

九
倍
と
相
変
ら
ず
の
激
戦
で
あ
っ

た
｡
合
格
者
の
平
均
年
齢
は
二
十

八
･
九
一
歳
｡
前
年
を
〇
･
四
七

歳
上
回
-
､
こ
こ
で
も
高
齢
化
が

進
ん
で
い
る
｡
ま
た
'
女
性
も
七

十
一
人
の
合
格
者
で
､
一
挙
に
前

年
を
十
人
増
し
た
｡

司
法
試
験
合
格
者
の
上
位
校
は
､

①
東
大
一
〇
九
人
　
②
早
稲
田
大

九
五
人
　
③
中
央
大
七
四
人
　
④

京
都
大
四
三
人
　
⑤
慶
大
三
五
人

中
央
大
学
学
貝
会

三
多
摩
地
区

連
絡
協
議
会
の
沿
革

今
年
度
の
幹
事
を
引
き
受
け
､

ま
た
､
今
回
の
文
化
講
演
会
の
主

催
と
も
な
っ
た
中
央
大
学
学
員
会

三
多
摩
地
区
連
絡
協
議
会
は
､
国

立
白
門
会
の
発
足
す
る
前
に
､
多

摩
地
区
に
は
既
に
'
八
王
子
､
立

川
･
小
金
井
･
国
分
寺
､
調
布
･

町
田
各
分
会
の
所
属
す
る
三
多
摩

支
部
が
結
成
さ
れ
て
い
ま
し
た
｡

昭
和
5
3
年
5
月
2
 
1
日
に
創
立
し

た
国
立
白
門
会
は
'
中
央
大
学
学

員
会
三
多
摩
支
部
国
立
分
会
と
な

り
ま
し
た
｡
昭
和
5
4
年
5
月
､
八

王
子
分
会
が
支
部
に
昇
格
し
た
の

を
皮
切
-
に
､
立
川
､
国
立
､
町

田
も
相
次
い
で
支
部
に
独
立
し
､

ま
た
､
日
野
市
に
日
野
支
部
'
青

梅
市
に
青
梅
･
西
多
摩
支
部
が
誕

生
し
た
た
め
､
こ
の
多
摩
地
区
の

連
絡
を
よ
り
一
層
密
に
す
る
た
め

三
多
摩
地
区
連
絡
協
議
会
が
設
立

さ
れ
今
日
に
至
っ
て
お
-
ま
す

ま
た
､
連
絡
協
議
会
は
'
春
に

観
桜
会
､
秋
に
親
睦
旅
行
な
ど
を

企
画
実
行
し
て
お
り
ま
す
｡
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原
稿
を
募
り
ま
す

広
報
部
で
は
､
国
立
白
門
会
ニ

ュ
ー
ス
の
原
稿
を
募
集
し
て
い
ま

す
｡
白
門
会
に
閏
し
た
ニ
ュ
ー
ス

が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
大
小
に
拘
ら

ず
ご
寄
稿
'
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
｡
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第
五
回
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
報
告

関
福
男
会
員
　
初
優
勝
/

平
成
元
年
十
月
十
八
日
　
(
水
)

第
五
回
目
の
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
を
､

相
武
c
c
に
て
開
催
し
ま
し
た
｡
当

日
は
絶
好
の
ゴ
ル
フ
日
和
に
め
ぐ

ま
れ
た
も
の
の
､
参
加
者
は
九
人

で
､
や
や
さ
み
し
い
コ
ン
ペ
｡
成

績
も
全
般
に
低
調
の
中
､
関
会
員

が
見
事
べ
ス
グ
ロ
で
初
優
勝
に
輝

き
ま
し
た
｡

本
年
の
コ
ン
ペ
は
幹
事
の
勝
手

で
､
春
を
休
会
と
し
ま
し
た
が
､

次
回
は
､
四
月
又
は
五
月
の
日
曜

日
を
予
定
し
ま
す
の
で
'
会
員
の

皆
様
奮
っ
て
御
参
加
下
さ
い
｡

(
成
績
)

優
勝
　
/
関
　
福
男

準
優
勝
/
菊
地
　
茂

三
位
　
/
風
間
　
健

B
B
　
/
山
口
康
雄

チ
ョ
ッ
ト
失
礼
/

高
橋
雅
幸
ご
夫
妻
訪
問

⑪
イ
ン
タ
ピ
ュ
ア

㊥
雅
章
さ
ん

⑪
美
紀
さ
ん

四
月
二
十
二
日
に
め
で
た
く
ゴ

ー
ル
イ
ン
さ
れ
て
か
ら
約
八
ケ
月

ま
だ
ま
だ
新
婚
ポ
ヤ
ホ
ヤ
と
い
っ

た
感
じ
の
高
橋
雅
幸
･
美
紀
ご
夫

妻
の
お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
｡
日
曜
日
の
昼
下
り
､

ほ
ん
わ
か
と
幸
せ
そ
う
な
雅
幸
さ

ん
と
ジ
ー
ン
ズ
姿
が
さ
わ
や
か
な

美
紀
さ
ん
｡
お
二
人
だ
け
の
時
間

に
お
じ
ゃ
ま
し
て
は
悪
い
か
な
と

思
っ
た
-
も
し
た
の
で
す
が
､
心

よ
-
迎
え
て
下
さ
い
ま
し
た
｡

④
　
出
合
い
は
い
つ
で
す
か
?

㊧
　
結
婚
し
た
ち
ょ
う
ど
一
年
前

昨
年
の
四
月
頃
､
知
り
合
い

の
方
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
｡

④
　
プ
ロ
ポ
ー
ズ
の
言
葉
は
?

㊧
　
(
雅
章
さ
ん
に
)
何
て
言
っ

た
か
覚
､
え
~
て
い
る
?

㊨
-
-
ん
'
覚
え
て
な
い
ん
だ

⑬
　
サ
イ
テ
-

⑭
　
条
件
を
つ
け
ら

れ
た
の
は
覚
え
て

い
る
｡

⑪
　
公
開
で
き
る
条
件

で
す
か
?

㊥

　

ぇ

-

と

､

一

つ

は

思

い

出
に
残
る
言
葉
で
プ
ロ
ポ

ー
ズ
し
て
欲
し
い
｡

⑪
　
二
つ
め
は
?

㊨
　
言
っ
て
-
れ
れ
ば
思
い

出
す
ん
だ
け
ど
-
 
｡

⑬
　
言
っ
て
欲
し
い
?

⑭
　
-
ん
｡

㊥
　
今
や
っ
て
い
る
勉
強

(
心
理
療
法
)
　
を
続
け
た

い
｡
三
つ
め
は
嘘
を
つ
-
な

ら
一
生
だ
ま
し
て
欲
し
い
｡

㊨
　
ぁ
-
そ
-
か
'
そ
-
か
､

､

ま

､

‥

.

｡

し
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